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国宝書籍特別公開  史跡足利学校企画展  

『元号  ー令和から江戸時代後期までー』の開催について  

 

教育委員会事務局  史跡足利学校事務所  

 

１  趣旨  

史跡足利学校では新元号「令和」の典拠となった『万葉集』（文化２

年刊）のほか、国宝『宋版  尚書正義』（「平成」「昭和」）、『宋版  周易注

疏』 (「大正」「明治」 )など、日本の元号２４８個のうち、その典拠と

なる書籍の約８割を所蔵しています。中でも、「令和」から江戸時代後

期「宝暦」までの元号については、連続してその典拠を示すことができ

ます。  

そこで、元号の典拠書籍などを一堂に展示し、元号への関心を高め

ていただくとともに史跡足利学校が古い書籍の宝庫であることを知っ

ていただくことを目的として、みだしの企画展を開催いたします。  

 

２  展示期間  

令和元年１０月２５日（金曜日）～１２月８日（日曜日）  

  （うち国宝書籍公開期間１０月２５日～１１月１０日）  

 

３  参観時間  

午前９時００分～午後４時３０分（受付は午後４時００分まで）  

 

４  展示場所  

足利学校遺蹟図書館（史跡足利学校内）  

 

５  主な展示品  

国宝『宋版  尚書正義』（「平成」「昭和」の典拠）  

国宝『宋版  周易注疏』（「大正」「明治」の典拠）  

  国宝『宋刊本  文選』（『万葉集』に影響を与えた「帰田賦」）  

『万葉集（文化２年刊）』（「令和」の典拠）  

『春秋公羊傳注疏』（「元年」の由来）  他  

【別紙チラシのとおり】  
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６  休館日   

令和元年１１月１１日（月曜日）  

 

７  基調講演会  

演  題：「元号の典拠  ーなぜ漢籍なのかー」  

講  師：東京大学大学院人文社会系研究科教授  小島  毅
つよし

 氏  

日  時：令和元年１１月１０日（日曜日）  

午後１時３０分～３時００分  

場  所：史跡足利学校復原建物方丈  

定  員：当日先着６０人（＊事前申込不要）  

 

８  内覧会  

  公開前日に関係者及び報道関係者を招き、内覧会を開催します。  

  参観受付窓口にて、内覧会案内通知（別途発送予定）をご提示いた

だきます。  

 

  日  時：令和元年１０月２４日（木曜日）  

午後３時００分～４時３０分  
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